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論文内容の要旨
本論文は、「直接スペクトル拡散無線通信システムにおける狭帯域干渉除去に関する研究J の成果をまとめたもの
であり、以下の 6 章より構成されている。
第 1 章は序論であり、本研究の背景、目的ならびに概要について述べた。
第 2 章では、初めにスベクトル拡散方式の基礎と特徴について述べた後、本論文で取りあげる直接スベクトル拡散
方式の原理を説明した。次に、直接スペクトル拡散方式における逆拡散処理による狭帯域干渉抑圧効果-について述べ
た。そして、従来の狭帯域干渉除去技術の原理と特徴を述べた。
第 3 章では、直接スベクトル拡散無線通信システムにおける狭帯域干渉検出・キャリヤ周波数推定法を提案した。
直接スペクトル拡散信号と狭帯域干渉の電力スベクトル形状の違し、から、受信信号の電力スベクトルにしきい値を設
定することで狭帯域干渉の検出が可能であると考えられるが、直接スペクトル拡散信号数や狭帯域干渉数が変化する
ことから、しきい値を固定値に設定することは困難であった。そこで、狭帯域干渉存在下で直接スベクトル拡散信号
の電力スペクトル密度を推定し、しきい値を求める方法を提案した。まず、提案方式の原理を説明し、次に計算機シ
ミュレーションによりその特性を評価した。
第 4 章では、狭帯域干渉の電力スベクトルがキャリヤ周波数付近に局在していることから、帯域通過フィルタを用
いて受信信号から狭帯域干渉を抽出し、その振幅と位相を調整して狭帯域干渉のレプリカを生成する狭帯域干渉除去
方法を提案した。そして、提案方式の有効性を計算機シミュレーションにより明らかにした。
第 5 章では、包絡線変動が直接スベクトル拡散信号に比べて非常に緩やかに変化する狭帯域干渉を単ー周波数の正
弦波と見なせることから、狭帯域干渉のキャリヤ周波数と同一周波数の複素正弦波の振幅と位相を調整することで狭
帯域干渉のレプリカを生成する狭帯域干渉キャンセラを提案した。更に、正弦波を用いた狭帯域干渉キャンセラを用
いた高電力狭帯域干渉除去方法を提案した。そして、提案方式の有効性を計算機シミュレーションにより明らかにし
た。また、提案方式を用いたときの SNIR を理論的に導出し、これを用いて提案方式のシステムパラメータを求める
方法について述べた。
第 6 章は結論であり、本研究で得られた成果について総括を行った。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、広い範囲に周波数スベクトルを分布させる直接スベクトル拡散無線通信システムに混入する狭帯域干渉
波の除去を目的として行われた研究の成果をまとめたもので、あって、主に以下のような研究成果をあげている。
(1)直接スベクトル拡散信号と狭帯域干渉波の電力スベクトル形状の違いに着目した干渉波の検出及び周波数推定
法を新しく考案している。本方式では、電力スベクトルの推定に高速フーリエ変換演算を利用し、変化する受信
信号電力にも十分追随して高い精度を得ている。
(2)上述の狭帯域干渉波の検出・周波数推定法より得られた干渉波情報を事前情報として利用した、帯域通過フィル
タによる狭帯域干渉キャンセラを考案している。この方法による場合、狭帯域干渉除去処理に要する計算量を大
幅に削減することが可能であり、処理時間の短縮化につながると共に、フェージング変動にも高速に応答できる
ことを明らかにしている。
(3)高電力の狭帯域干渉波を除去する方法として、干渉波の事前情報を利用した干渉キャンセラを多段縦続する方法
を考案している。干渉波の狭帯域性とキャンセラによる干渉除去効果との関係を詳細に調べることにより、特に、
直接スベクトル拡散信号の帯域幅に比べて極めて狭いスベクトルを有する干渉波に対し大きな除去効果が得ら
れることを明らかにしている。
以上のように、本論文は、直接スベクトル拡散無線通信システムにおける狭帯域干渉除去技術に関する多くの知見
を得ており、通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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